
大切な記念日とその思い出を残す写真は
「家族の記憶遺産」であり、

社会の移り変わりを伝える「久留米の歴史遺産」。
　令和２年度寄贈を受けた「江﨑家資料（第３次）」は、明治時代から昭和戦前期にかけての写真を中心とする
資料群です。寄贈者の叔父のアルバムには、少年時代から明善校を経てブリヂストンタイヤへ就職後も、野球に
捧げた青春が写し出されています。出征を祝す壮行会や武運長久を祈る祈願祭の写真もあり、当時の世相やその
時代を生きた人々の姿を伝えています。
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【
上  

野  

健  

三  

郎   

家  

資  

料  （  

第  

８  

次  

）】　　
　
　

　

上
野
家
は
天
正
年
間
以
来
、４
０
０
年
余
り
続
く
旧
家
で
、江

戸
時
代
に
は
山
本
郡
柳
坂
組
の
大
庄
屋
を
勤
め
ま
し
た
。
同
家

に
伝
来
し
た
近
世
・
近
代
資
料
は
、
こ
れ
ま
で
数
次
に
わ
た
っ

て
本
市
に
寄
贈
、
寄
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
に
は
、
明
治
時
代
に
地
方
に
お
け
る
民
権
運
動

を
推
進
し
、
ま
た
農
村
発
展
に
努
め
た
上
野
雷
八
の
関
係
文
書

を
中
心
に
24
点
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
た
。

　

上
野
雷
八
は
、
安
政
２
年
（
１
８
５
５
）
に
生
ま
れ
、
幼
少

よ
り
和
漢
書
籍
を
学
び
、
明
治
時
代
に
入
る
と
東
京
で
英
学
・

農
学
を
修
め
、
帰
郷
し
て
田
主
丸
中
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
り
ま

し
た
。
こ
の
間
、
民
権
思
想
の
普
及
に
も
努
め
、
旧
久
留
米
藩

内
の
自
由
党
草
分
け
の
功
労
者
と
な
り
ま
し
た
。
明
治
20
年

（
１
８
８
７
）
以
降
、
農
業
に
従
事
し
、
山
本
村
農
会
長
を
４
期

に
わ
た
っ
て
勤
め
る
な
ど
、
農
村
の
指
導
に
貢
献
し
ま
し
た
。

　

寄
贈
資
料
に
は
、
教
諭
時
代
の
辞
令
や
、
農
会
長
慰
労
状
、

山
本
村
村
社
・
素す
さ
の
お
盞
鳴
神
社
氏
子
総
代
の
功
労
に
対
す
る
表
彰

状
、
ま
た
大
正
３
年
（
１
９
１
４
）
の
新に
い
な
め
さ
い

嘗
祭
で
献
上
す
る
粟

の
耕
作
者
に
選
定
さ
れ
た
時
の
記
録
で
あ
る
「
献
納
粟
耕
作
ニ

関
ス
ル
一
件
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
穴
井
） 

日
付

資　
　
料　
　
名

点
数

氏　
名

区
分

１
・
14

久
留
米
絣
布
団

２

匿　
名

寄
贈

３
・ 

５

福
岡
縣
地
圖
第
二
版

１

匿　
名

寄
贈

３ 

・
6

石
井
光
次
郎
墨
蹟

１

ー

採
集

３
・ 

9

大
日
本
帝
国
政
府
軍
用

手
票
丁
号
券
（
１
銭
）

１

ー   

採
集

３
・
19

矢
野
十
三
雄
家
資
料

８

矢
野
十
三
雄
寄
贈

３
・
25

上
野
健
三
郎
家
資
料

（
第
８
次
）

24

上
野
健
三
郎
寄
贈

３
・
18

牛
島
謹
爾
写
真
ア
ル
バ

ム

１

ー

購
入

５
・
15

今
村
哲
朗
家
資
料

５

今
村　
哲
朗
寄
贈

５
・
28
久
留
米
大
学
前
駅
開
業
記

念
入
場
券
及
び
久
留
米
高

校
前
駅
開
業
記
念
切
符

２

ー

採
集

６ 

・
９

三
谷
有
信
筆

　
「
風
景
ス
ケ
ッ
チ
」

６

ー

購
入

７
・ 

２

福
田
家
資
料（
第
１
次
）

433

ー

採
集

７
・ 

２

福
田
家
資
料（
第
２
次
）

236

ー

採
集

７
・ 

３

久
留
米
つ
つ
じ
関
係

資
料

１

（
一
財
）
久

留
米
市
み
ど

り
の
里
づ
く

り
推
進
機
構
寄
託

８
・ 

３

銅
矛

１

麦
生
区

寄
託

　
【
今  
村  

哲  

朗  

家  

資  

料
】

　

今
村
家
の
家
屋
は
、
江
戸
時
代
後
期
の
嘉
永
７
年

（
１
８
５
４
）
に
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
敷
地
内
に
は
ツ
バ
キ
「
正

義
」
の
原
木
が
あ
り
ま
す
。

　

当
資
料
群
は
、
平
成
27
年
３
月
に
寄
贈
の
申
し
出
を
受
け
た

も
の
で
す
。

　

個
人
の
家
に
残
さ
れ
た
資
料
は
、
公
的
な
記
録
に
残
ら
な
い

そ
の
時
代
の
く
ら
し
を
伝
え
て
く
れ
ま
す
。
中
で
も
、
戦
争
関

係
の
資
料
は
、
私
た
ち
の
身
の
回
り
や
日
常
の
く
ら
し
の
随
所

に
戦
争
が
影
響
し
て
い
た
の
か
を
語
り
か
け
て
く
れ
ま
す
。

　

寄
贈
頂
い
た
資
料
は
、
明
治
か
ら
昭
和
初
期
の
も
の
が
中
心

で
す
。
そ
の
内
訳
は
、
明
治
時
代
に
印
刷
さ
れ
た
旅
順
口
各
砲

台
眞
圖
、
大
正
時
代
に
第
１
次
世
界
大
戦
が
終
了
し
た
こ
と
を

記
念
し
て
印
刷
さ
れ
た
世
界
地
図
、
篠
山
神
社
の
鳥
瞰
図
、
昭

和
17
年
（
１
９
４
２
）
に
国
威
高
揚
の
た
め
に
作
ら
れ
た
愛
国

百
人
一
首
、
戦
前
に
使
用
さ
れ
て
い
た
皮
製
ラ
ン
ド
セ
ル
の
５

点
で
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
）

新　

資　

料　

紹　

介

令
和
元
・
２
年
の
収
蔵
資
料
一
覧

献納粟耕作ニ関スル一件

愛国百人一首

ランドセル
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【
牛
島
謹
爾
写
真
ア
ル
バ
ム
】

　

明
治
～
大
正
に
か
け
て
ア
メ
リ
カ
で
ポ
テ
ト
農
園
の
経
営
に

成
功
し
、「
ポ
テ
ト
キ
ン
グ
」
と
呼
ば
れ
た
牛
島
謹き
ん
じ爾
が
、
糸
島

市
の
豪
農
へ
嫁
い
だ
妹
へ
贈
呈
し
た
写
真
ア
ル
バ
ム
を
購
入
し

ま
し
た
。

59
葉
の
写
真
が
貼
ら
れ
た
ア
ル
バ
ム
に
は
家
族
、
豪
邸
や
農

園
の
様
子
が
写
さ
れ
て
い
ま
す
。
自
分
の
肖
像
写
真
に
は
「
我

が
愛
す
る
阿
妹
に
寄
す
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
、
漢

学
者
江
碕
済わ
た
るの
北ほ
く
ぜ
い
ぎ
じ
ゅ
く

汭
義
塾
の
同
門
で
三
越
百
貨
店
を
開
き
日

本
百
貨
店
の
父
と
呼
ば
れ
た
日ひ

び比
翁お
う
す
け助
、
日
米
親
善
の
た
め
に

渡
米
し
た
財
界
の
重
鎮
渋
沢
栄
一
、
私
淑
し
た
海
軍
元
帥
東
郷

平
八
郎
な
ど
在
米
日
本
人
会
会
長
と
し
て
交
流
し
た
人
々
と
の

写
真
、
さ
ら
に
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
大
正
11
年

（
１
９
２
２
）に
交
通
事
故
で
負
傷
し
た
姿
の
写
真
が
注
目
さ
れ

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

												                 　
（
水
原
）

　
【
江
﨑
家
資
料  （
第
3
次
）】

近
代
に
は
材
木
商
を
営
み
、
ま
た
戸
長
を
務
め
た
江
﨑
家
。

今
回
寄
贈
い
た
だ
い
た
資
料
群
は
、
明
治
か
ら
昭
和
戦
前
期
の

写
真
・
地
図
・
地
域
活
動
に
関
す
る
書
類
な
ど
、
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。
そ
の
中
か
ら
、
ひ
と
き
わ
目
を
ひ
い
た
ア
ル
バ
ム
の

１
ペ
ー
ジ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

昭
和
15
年
「
久
留
米
体
育
協
会
主
催
二
千
六
百
年
奉
祝
野
球

大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
、
寄
贈
者
の
叔
父
は
ブ
リ

ヂ
ス
ト
ン
タ
イ
ヤ
野
球
部
に
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
大
会
へ
参

加
し
ま
し
た
。
当
資
料
は
、
ア
ル
バ
ム
の
黒
い
台
紙
に
白
線
で

野
球
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
描
き
、
部
員
が
受
け
持
つ
守
備
位
置
に

各
々
の
写
真
を
貼
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
脇
に
は
、
本
町
・
日
吉

町
・
久
留
米
工
務
出
張
所
・
カ
ミ
ヤ
洋
服
店
と
対
戦
し
た
こ
と
、

そ
し
て
「
此
ノ
メ
ン
バ
ー
ニ
テ
出
場
シ
テ
優
勝
ス
」
と
い
う
輝

か
し
い
文
言
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。　

ま
た
こ
の
ア
ル
バ
ム

に
は
、ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
姿

で
部
員
と
肩
を
組
み
、柔

和
な
表
情
を
見
せ
る
写

真
も
収
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
寄
贈
は
、
こ

の
よ
う
な
思
い
出
の
詰

ま
っ
た
資
料
群
で
あ
り
、

「
大
切
に
保
管
し
て
い
か

な
け
れ
ば
」と
い
う
思
い

を
新
た
に
す
る
、出
会
い

と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
石
橋
）

８
・
11

森
久
家
資
料

４

森　
久

寄
贈

９
・
24

円
盤
型
版
木

護
国
神
社
祭
礼
図

高
良
大
社
絵
図

17

ー

採
集

９
・
27

江
﨑
家
資
料（
第
３
次
）

294

江
﨑　
幸
一
寄
贈

10
・
30

伊
福
家
資
料（
第
１
次
）
２

伊
福　
雅   

寄
贈

11
・
30

雑
誌
「
ミ
セ
ス
」・

ナ
シ
ョ
ナ
ル
蛍
光
灯

31

ー

採
集

12
・
７

ス
チ
ー
ム
ア
イ
ロ
ン

１

ー

採
集

12
・
８

河
原
俊
治
家
資
料

48

河
原　
俊
治
寄
贈

12
・
８

坂
本
繁
二
郎
画
伯
筆

　
「
馬
」
之
図

１

東
原
日
出
人
寄
贈

事故後の姿

絵葉書「縣立久留米中學明善校 ( 行在所 )」
【伊福家資料】

軍用手票
丁号券（一銭）
【採集資料】

渋沢栄一子爵歓迎夕食会（一番奥に渋沢栄一）

グラウンドにて

手習い帖
【矢野十三雄家資料】

東郷平八郎と 日比翁助と

昭和 15 年奉祝野球大会布陣

寄贈資料より一部紹介

手ぬぐい（1974　新春名刺交換会）
【森久家資料】
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【
銅  

矛
】

　

銅
矛
は
青
銅
製
武
器
の
一
種
で
、
日
本
で
は
弥
生
時
代
中
期

頃
か
ら
北
部
九
州
で
生
産
さ
れ
、
大
型
の
も
の
は
祭
祀
に
使
わ

れ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。

　

令
和
２
年
8
月
、
田
主
丸
町
麦む
ぎ
お生
区
か
ら
、
矢や
ぐ
ら倉
八
幡
宮
の

本
殿
で
神
体
と
し
て
祀
ら
れ
て
き
た
銅
矛
の
寄
託
を
受
け
ま
し

た
。
こ
れ
を
収
納
し
て
い
た
木
箱
の
墨
書
な
ど
に
よ
る
と
、
銅

矛
は
享
保
７
年
（
１
７
２
２
）
に
上こ
う
づ
ま妻
郡
藤
田
村
田
代
堤
（
現
・

八
女
郡
広
川
町
）
で
発
見
さ
れ
た
５
本
の
う
ち
の
１
本
で
、
文

政
７
年
（
１
８
２
４
）
に
久
留
米
藩
が
「
国
家
安
全
五
穀
豊
熟
」

を
祈
念
し
て
矢
倉
八
幡
宮
に
奉
納
し
ま
し
た
。

　

遡
っ
て
元
禄
10
年（
１
６
９
７
）に
も
藤
田
村
天
神
浦
で
銅
矛

10
数
本
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
久
留
米
藩
は
こ
れ
と
田
代
堤
出

土
分
と
あ
わ
せ
て
領
内
各
所
の
神
社
に
分
納
し
ま
し
た
。
こ
れ

ら
の
う
ち
市
内
で
現
存
を
確
認
さ
れ
る
の
は
、
高
良
大
社
（
御

井
町
）、
秋
葉
神
社
（
櫛
原
町
）、
そ
し
て
矢
倉
八
幡
宮
に
伝
わ

る
も
の
の
み
で
す
。

　

秋
葉
神
社
所
蔵
品
も
ま
た
社
宝
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
平

成
17
年
度
よ
り
本
市
が
寄
託
を
受
け
て
い
ま
す
。　
（
穴
井
）

　
【
久 

留 

米 

つ 

つ 

じ 

関 

係 

資 

料
】

　

本
資
料
は
、
久
留
米
市
世
界
つ
つ
じ
セ
ン
タ
ー
よ
り
寄
託
さ

れ
た
、
赤
司
廣
楽
園
、
案
納
開
樂
園
、
桑
野
養
盛
園
の
『
営
業

案
内
』
及
び
、
育
成
品
種
一
覧
と
改
良
記
録
で
す
。

　

久
留
米
つ
つ
じ
は
江
戸
時
代
後
期
に
、
久
留
米
藩
士
坂
本
元

蔵
が
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
を
元
に
品
種
改
良
を
し
た
と
こ
ろ
か
ら

始
り
ま
す
。「
久
留
米
つ
つ
じ
生
み
の
親
」
と
い
わ
れ
て
い
て
、

２
０
０
種
類
も
の
新
し
い
ツ
ツ
ジ
を
作
り
出
し
、
現
在
も
い
く

つ
か
は
久
留
米
つ
つ
じ
の
優
秀
な
品
種
と
し
て
育
て
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
今
も
な
お
、
久
留
米
つ
つ
じ
は
新
し
い
品
種

が
生
み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
『
営
業
案
内
』は
今
で
い
う
と
こ
ろ
の
通
販
カ
タ
ロ
グ
に
あ
た

り
ま
す
。「
久
留
米
つ
つ
じ
の
育
て
の
親
」
と
い
わ
れ
る
、赤
司

廣
楽
園
創
業
者
の
赤
司
喜
次
郎
が
、
ツ
ツ
ジ
の
通
信
販
売
と
い

う
シ
ス
テ
ム
を
全
国
に
先
駆
け
て
始
め
、
商
売
は
飛
躍
的
に
繁

盛
し
ま
し
た
。

　

こ
の
資
料
の
内
容
は
、
久
留
米
市
世
界
つ
つ
じ
セ
ン
タ
ー
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。　
　
（
小
宮
）

銅矛銅矛の保存箱

　
【
三 

谷 

有 

信 

筆 「
風 

景 

ス 

ケ 

ッ 

チ
」】

　

久
留
米
藩
最
後
の
御
用
絵
師
で
あ
る
三み
た
に谷
有あ
り
の
ぶ信
（
１
８
４
２

～
１
９
２
８
）に
よ
る
山
岳
風
景
な
ど
を
描
い
た
水
彩
画
で
す
。

　

有
信
は
、
江
戸
末
期
に
木こ
び
き挽
町
狩
野
家
に
入
門
し
、
帰
郷
後

は
絵
師
と
し
て
活
動
し
ま
す
。
明
治
・
大
正
期
に
は
研
究
し
た

西
洋
画
法
の
教
授
も
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
県
会
議
員
、
初
代

市
会
議
長
を
務
め
、
士
族
授
産
の
奨
励
、
久
留
米
絣
の
改
良
な

ど
、
久
留
米
の
政
治
・
教
育
・
実
業
に
も
貢
献
し
ま
し
た
。
作

品
の
多
く
は
日
本
画
で
あ
り
、
西
洋
画
は
貴
重
な
作
例
で
す
。

　

有
信
自
筆
と
み
ら
れ
る
紙
背
墨
書
に
は
、
明
治
９
年

（
１
８
７
６
）５
月
に
三
潴
県
か
ら
長
崎
師
範
学
校
で
の
画
学
の

研
究
を
命
じ
ら
れ
る
も
、
自
費
で
東
京
へ
行
き
、
麹
こ
う
じ
町
平
河
町

の
国く
に
さ
わ沢
新し
ん
く
ろ
う

九
郎
（
１
８
４
８
～
１
８
７
７
）
に
洋
画
を
学
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
作
が
同
年
７
月
、
国

沢
の
下
で
描
い
た
水
彩
画
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

久
留
米
の
洋
画
は
森も
り
三み
よ
し美
（
１
８
７
２
～
１
９
１
３
）
に
始

ま
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
帰
郷
に
先
ん
じ
て
、
有
信
が
西

洋
画
を
学
習
し

て
い
る
こ
と
が

示
さ
れ
て
お
り
、

久
留
米
に
お
け

る
西
洋
画
の
教

育
に
お
い
て
も

有
信
が
先
駆
者

で
あ
っ
た
こ
と

が
窺
え
ま
す
。

　
　
　
（
原
口
）

山岳風景（山小屋・馬車）

桑野交配つつじ品種一覧

営業案内
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展
示
資
料
は
、「
戦
時
の
く
ら
し
」「
戦
後
の
く
ら
し
」「
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
」「
ス
ポ
ー
ツ
の
近
代
化
」「
私
の
記
念
日
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、
人
々
の
く
ら
し
や
社
会
の
変
化
を
振
り
返
り
ま
し

た
。

　

戦
時
の
く
ら
し
は
、
銃
後
の
守
り
を
強
い
ら
れ
、
人
員
だ
け

で
な
く
、
生
活
に
関
わ
る
も
の
も
戦
争
の
た
め
に
総
動
員
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
防
衛
食
容
器
や
米
穀
通
帳
な
ど
の
資
料
か
ら
、

く
ら
し
の
中
に
戦
争
が
入
り
込
ん
で
い
た
状
況
を
窺
い
知
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

戦
後
の
く
ら
し
で
は
、
当
時
の
日
記
や
地
域
の
文
書
の
記
載

の
な
か
に
、
徐
々
に
復
興
し
て
い
く
暮
ら
し
の
変
化
を
み
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。黒
塗
り
の
教
科
書
は
、戦
前
と
戦
後
で
正
反
対

の
対
応
を
強
い
ら
れ
た
当
時
の
社
会
情
勢
が
見
て
取
れ
ま
す
。

　

近
代
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
資
料
や
、

記
念
写
真
な
ど
か
ら
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
沸
き
立
つ
久
留
米

の
様
子
や
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
う
ま
れ
て
い
く
様
子
が
浮
か
び

上
が
っ
て
き
ま
す
。

　

ま
た
、
今
回
の
企
画
展
で
は
、
市
が
収
蔵
す
る
資
料
の
他

に
、
企
業
や
個
人
、
学
校
か
ら
資
料
借
用
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
１
９
６
４
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
シ
ュ
ー

ズ
や
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
資
料
、
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
年
に
制
作
さ
れ
た
市
松
人
形
、
高
等
学
校
の
ス
ポ
ー

ツ
大
会
優
勝
旗
な
ど
の
特
別
展
示
を
あ
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
塚
本
）

　

久
留
米
市
文
化
財
収
蔵
資
料
は
、
く
る
め
り
あ
５
階
の
六
ツ

門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
展
示
公
開
し
て
い
ま
す
。
令
和
２

年
度
に
は
、
本
課
主
催
の
展
示
と
し
て
２
回
の
企
画
展
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー
は
今
年
度
に
開
館
10

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　
【
久 

留 

米 

市 

収 

蔵 

資 
料 
展 
２ 

０ 

２ 

０

　
　
　
　
　
平 

和 

・ 

祭 

典 

・ 

人 
々 
の 
く 

ら 

し 

】

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
10
月
３
日
～
12
月
６
日

　
　
　
　
　
　

主
催　

久
留
米
市
、
久
留
米
市
教
育
委
員
会

　
　
　
　
　
　

共
催　

ピ
ー
ス
フ
ル
く
る
め
推
進
協
議
会

	

　
　

 

後
援　

公
益
財
団
法
人
久
留
米
市
体
育
協
会

　　

平
成
25
年
度
以
降
に
収
蔵
し
た
資
料
を
中
心
に
昭
和
戦
前
・

戦
後
期
の
「
平
和
・
祭
典
・
人
々
の
く
ら
し
」
を
テ
ー
マ
に
展
示

を
行
い
ま
し
た
。展
示
総
数
１
４
５
点
の
う
ち
、整
理
と
調
査
を

終
え
た
42
点
が
初
公
開
の
資
料
で
し
た
。
期
間
中
、
１
０
２
３

名
が
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

展示会の様子

■ 

六
ツ
門
図
書
館
展
示
コ
ー
ナ
ー

チラシ

戦時のくらし

戦後のくらし

近代オリンピック

東京オリンピック

久留米と東京オリンピック

市民スポーツ

私の記念日

特別展
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【
む 

か 

し 

の 

く 

ら 

し 

展
】

　
　
　
　
　
着
る
・
食
べ
る
・
住
ま
う

　
　
　
　
　
　

令
和
３
年
１
月
23
日
～
３
月
21
日

　
　
　
　
　
　

主
催　

久
留
米
市
、
久
留
米
市
教
育
委
員
会

　

例
年
、
小
学
３
年
生
社
会
科
学
習
の
単
元
「
昔
の
道
具
と
く

ら
し
」
に
合
わ
せ
、
久
留
米
の
昭
和
30
年
代
の
暮
ら
し
を
中
心

に
展
示
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
私
た
ち
の
生
活
の
基
盤
で
あ
る
「
着
る
・
食
べ

る
・
住
ま
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
戦
中
か
ら
戦
後
の
復
興
期
、
そ

し
て
、
現
代
に
い
た
る
久
留
米
の
歩
み
を
、
生
活
用
品
や
服
飾

品
、
当
時
の
写
真
な
ど
を
通
じ
て
た
ど
る
展
示
を
実
施
し
ま
し

た
。
道
具
や
技
術
の
進
化
が
私
達
の
く
ら
し
に
ど
の
よ
う
に
影

響
を
与
え
て
き
た
の
か
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
団
体
見

学
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
自
宅
か
ら
で
も
む
か
し
の
く
ら

し
展
を
観
て
・
感
じ
て
・
学
べ
る
よ
う
、
道
具
の
使
い
方
の
動

画
を
配
信
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
大
塚
）

　
【
有 

馬 

入 

城 

前 

夜 

シ 

リ 

ー 

ズ 

Ⅱ

　

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
小 

早 

川 

・ 

田 

中 

の 

時 

代 

】

　
　
　
　
　
　

令
和
２
年
９
月
26
日
～
令
和
３
年
１
月
11
日

　
　
　
　
　
　

主
催　

公
益
財
団
法
人
有
馬
記
念
館
保
存
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　

久
留
米
市
、
久
留
米
市
教
育
委
員
会

　

本
展
は
、
２
０
２
１
年
に
有
馬
豊と

よ
う
じ氏
の
久
留
米
入
城
４
０
０

年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
そ
の
前
史
を
紹
介
す
る
シ
リ
ー
ズ
企

画
展
の
第
２
弾
と
し
て
開
催
し
た
も
の
で
す
。

　

九
州
の
戦
国
時
代
が
終
わ
り
を
告
げ
て
か
ら
、
江
戸
時
代
の

泰
平
の
世
を
迎
え
る
有
馬
豊
氏
の
久
留
米
入
城
前
夜
、筑
後
・
久

留
米
の
地
は
小
早
川
秀
包
、
次
い
で
田
中
吉
政
・
忠
政
に
よ
っ

て
治
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

本
展
で
は
、
福
岡
県
久
留
米
市
内
に
伝
わ
る
高
良
大
社
所
蔵

文
書
（
県
指
定
有
形
文
化
財
）、
梅
津
家
文
書
・
隈
家
文
書
・
玉

垂
宮
文
書
（
市
指
定
有
形
文
化
財
・
久
留
米
市
教
育
委
員
会
寄

託
）、
善
導
寺
文
書
、
朝
日
寺
文
書
な
ど
の
貴
重
な
史
料
群
か

ら
、
小
早
川
・
田
中
時
代
の
古
文
書
や
歴
史
資
料
な
ど
約
40
点

を
一
挙
公
開
し
ま
し
た
。あ

わ
せ
て
、市
内
に
所
在
す
る

小
早
川
秀
包
や
田
中
吉
政
・

忠
政
ゆ
か
り
の
地
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　

内
容
の
一
部
に
つ
い
て

は
、有
馬
記
念
館
公
式
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
で
、展
示
品
紹

介
や
「
小
早
川
・
田
中
の
時

代
」紀
行
と
し
て
発
信
し
て

い
ま
す
。　
　
　
（
穴
井
）

展示風景

展示風景

展　覧　会　名 期　　　間 主　　　催

収蔵資料展 2020
　- 平和・祭典・
　　　　人々のくらし -

10 月３日（土）
　～ 12 月６日（日）

文化財保護課

人権ポスターパネル展
12 月 12 日（土）
　～ 12 月 27 日（日）

協働推進部
　人権啓発センター

むかしのくらし展
　- 着る・食べる・
　　　　　　　住まう -
　

１月 23 日（土）
　　～３月 21 日（日）

文化財保護課

令和２年度六ツ門図書館展示コーナー展示会一覧

展示風景

見学の様子
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資  

料  

の  

活  

用

■ 
資
料
の
貸
出

　
【
展  
示  
へ  
の  

出  

品
】

　

令
和
２
年
度
の
展
覧
会
へ
の
出
品
は
、表
の
と
お
り
で
す
。

　

令
和
元
年
度
・
２
年
度
の
展
覧
会
へ
の
出
品
は
、（
公
財
）

有
馬
記
念
館
の
企
画
展
「
春
を
彩
る
～
雛
と
花
の
宴
～
」「
山

水
風
景
の
旅
～
久
留
米
藩
御
用
絵
師
の
絵
画
Ⅱ
～
」「
人
形

づ
く
し
、
春
づ
く
し
」
の
開
催
に
あ
た
り
、
久
留
米
市
の
収

蔵
資
料
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。「
人
形
づ
く
し
、春
づ
く
し
」

で
は
、
唐か
ら
く
さ
り
ん
ど
う
く
る
ま
も
ん
ま
き
え
て
ば
こ

草
龍
胆
車
紋
蒔
絵
手
箱
な
ど
有
馬
家
ゆ
か
り
の
品

の
ほ
か
、
弓ゆ
み
ひ曳
き
童
子
・
文
字
書
き
人
形
、
赤
坂
人
形
な
ど

の
郷
土
人
形
、
土
鈴
な
ど
の
資
料
を
貸
し
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
久
留
米
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
の
常
設
展
示
に
和

太
鼓
を
通
年
で
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

№ 展　覧　会　名 期　　　間

①
春を彩る
　　～雛と花の宴～

令和２年２月１日（土）
　   　～４月６日（月）

②
山水風景の旅
～久留米藩御用絵師の
　　絵画からⅡ～

令和２年４月 18 日（土）
　　　～８月 31 日（月）

③ 人形づくし、春づくし
令和３年２月６日（土）
　　　～３月 31 日（水）

※主催は、公益財団法人有馬記念館保存会

【
調
査
の
た
め
の
資
料
提
供
】

　

個
人
や
団
体
の
調
査
・
研
究
に
対
応
す
る
た
め
、
関
連
す
る

資
料
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
久
留
米
の
遊
郭
に
つ
い

て
の
研
究
の
一
端
と
し
て
「
娼し

ょ
う
ぎ
し
ょ
と
く
き
ん
に
っ
し

妓
所
得
金
日
誌
」
な
ど
の
提
供

を
行
い
ま
し
た
。

【
教
材
と
し
て
】

　

小
学
校
で
の
平
和
学

習
の
教
材
と
し
て
、
防
空

頭
巾
や
雑ざ
つ
の
う嚢
な
ど
を
貸

し
出
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
む
か
し
の
暮
ら
し
の

体
験
授
業
の
た
め
、
ち
き

り
や
石
臼
を
貸
し
出
し
、

き
な
こ
挽
き
体
験
等
に

使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
資
料
の
提
供
】

　

本
館
が
所
有
す
る
資
料
を
、
印
刷
物
等
へ
掲
載
を
希
望
す
る

個
人
や
団
体
に
対
し
て
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
西
日
本
新
聞
、
読
売
新
聞
、
毎
日
新
聞
の
各
新

聞
社
や
、
Ｒ
Ｋ
Ｂ
、
Ｆ

Ｂ
Ｓ
、
サ
ガ
テ
レ
ビ
な

ど
と
い
っ
た
報
道
機
関

の
他
、
筑
紫
野
市
等
の

近
隣
自
治
体
、
教
材
を

扱
う
企
業
な
ど
に
、
久

留
米
の
昔
の
風
景
写
真

や
、
昨
年
話
題
と
な
っ

た
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
関
連

の
写
真
デ
ー
タ
等
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
、
雑
誌
に
掲
載
す
る
資
料
の
撮
影
、
掲
載
の
許
可
も

行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
ド
イ
ツ
兵
捕
虜
に
関

す
る
資
料
掲
載
依
頼
が
５
件
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
３
年

に
、
初
代
久
留
米
藩
主
で
あ
る
有
馬
豊
氏
が
久
留
米
城
に
入
城

し
て
４
０
０
年
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
久
留
米
城
に
関
す
る
資

料
の
掲
載
依
頼
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他
の
事
業

【
学
芸
員
実
習
】

　

学
芸
員
の
資
格
取
得
の
た
め
に
は
、
現
場
で
の
実
習
が
必
修

で
す
。
例
年
、
久
留
米
市
で
も
学
生
の
受
け
入
れ
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

本
年
は
、
令
和
２
年
８
月
17
日
～
25
日
ま
で
の
土
日
を
除
い

た
７
日
間
で
、
久
留
米
大
学
の
学
生
２
名
が
実
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

実
習
は
、
有
馬
記
念
館
で
資
料
の
取
り
扱
い
体
験
、
実
際

の
資
料
を
使
っ
た

六
ツ
門
図
書
館
展

示
コ
ー
ナ
ー
の
展

示
構
成
案
作
成
や
、

当
館
の
資
料
整
理
、

資
料
撮
影
の
技
法

な
ど
現
場
な
ら
で

は
の
実
習
も
取
り

入
れ
、
実
務
を
学

ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。　
（
大
塚
）

学芸員実習の様子

筑後川下流航空写真 防空頭巾
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【
令 

和 

３ 

年 

度 

企 

画 

展 

】

▼
久
留
米
入
城
４
０
０
年
記
念
展

　
　
　
　
「
久
留
米
城
下
町
（
仮
）」

　

令
和
3
年
（
２
０
２
１
）
は
、
久
留
米
藩
主
初
代
有
馬
豊
氏

が
丹た
ん
ば
ふ
く
ち
や
ま

波
福
知
山
（
現
・
京
都
府
福
知
山
市
）
8
万
石
か
ら
北
筑

後
21
万
石
に
加
増
さ
れ
、
久
留
米
城
に
入
城
し
て
か
ら
４
０
０

年
に
あ
た
り
ま
す
。
以
降
、
久
留
米
城
と
城
下
町
の
大
改
造
工

事
が
開
始
さ
れ
、
20
数
年
の
年
月
を
か
け
て
町
並
み
が
完
成
し

ま
し
た
。
城
下
町
は
、
外
郭
の
南
面
に
広
が
る
谷
部
分
を
埋
め

立
て
、
整
地
し
て
町
屋
と
し
、
そ
の
周
り
の
比
較
的
標
高
の
高

い
土
地
を
武
家
屋
敷
に
定
め
ま
し
た
。
城
と
城
下
町
は
堀
で
明

確
に
分
け
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
20
年
の
空
襲
や
第
２
次
世
界
大

戦
の
復
興
事
業
に
よ
り
失
わ
れ
た
城
下
町
の
町
並
み
は
、
残
さ

れ
た
文
献
や
資
料
、
絵
図
な
ど
か
ら
復
元
を
試
み
て
い
ま
す
。

　

本
展
示
で
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
た
城
下
町
の
様

子
や
先
人
た
ち
の
生
活
を
、
出
土
品
や
写
真
・
絵
図
な
ど
の
資

料
か
ら
浮
か
び
上
が
ら
せ
ま
す
。

　
久
留
米
市
で
は
、
久
留
米
の
歴
史
を
伝
え
る
資
料
に
つ
い
て

収
集
を
す
す
め
て
い
ま
す
。
現
物
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
様

が
お
持
ち
の
資
料
に
つ
い
て
調
査・撮
影
の
許
可
を
い
た
だ
き
、

写
真
に
よ
る
収
集
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
収
蔵
し
て
き
た
資
料
は
、
古
文
書
、
古
記
録
、
古

写
真
、
書
画
、
陶
磁
器
、
金
工
・
漆
工
品
、
民
俗
資
料
な
ど
多

岐
に
わ
た
り
、
近
年
で
は
昭
和
30
～
40
年
代
の
電
化
製
品
や
日

用
品
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
争
関
連
の
資
料
の
寄
贈

も
増
加
し
、
平
和
を
語
り
つ
ぐ
た
め
の
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
年
代
や
種
類
、
テ
ー
マ
ご
と
に
見
て
い
く

と
、
久
留
米
の
歴
史
を
考
え
る
う
え
で
必
要
な
資
料
が
、
十
分

に
揃
っ
て
い
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

　
●
久
留
米
藩
関
係
の
古
文
書
な
ど

　
　
　
政
治
・
経
済
・
思
想
・
文
化
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
に

　
　
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
久
留
米
を
考
え
る
と
き
に
、
重
要

　
　
な
資
料
で
す
。
久
留
米
藩
は
、武
家
だ
け
で
な
く
、社
寺
、

　
　
町
、
農
村
に
も
文
書
を
発
行
し
て
い
ま
し
た
の
で
、
市
内

　
　
外
各
地
に
伝
来
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
●
地
場
産
業
関
係
の
写
真
な
ど

　
　
　
近
代
久
留
米
の
発
展
を
語
る
う
え
で
欠
か
せ
な
い
資
料

　
　
で
す
。

　
対
象
と
な
る
も
の
は
、久
留
米
の
歴
史
に
関
わ
る
資
料
で
す
。

先
人
達
が
紡
い
で
き
た
地
域
の
歴
史
を
後
世
に
伝
え
て
い
く
た

め
に
も
、
み
な
さ
ま
の
広
い
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

▼
む
か
し
の
く
ら
し
展

　

例
年
実
施
し
て
い
る
、
小
学
３
年
生
の
社
会
科
学
習
「
昔
の

道
具
と
く
ら
し
」
単
元
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る
企
画
展
で
す
。

こ
れ
ま
で
昭
和
30
～
40
年
代
を
中
心
に
、
生
活
や
道
具
の
移
り

変
わ
り
、
子
供
の
遊
び
、
祭
り
な
ど
を
取
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
30
年
代
、
高
度
経
済
成
長
の
波
に
乗
っ
て
、
各
家
庭
に

モ
ノ
が
行
き
渡
る
よ
う
に
な
り
、家
電
ブ
ー
ム
が
起
こ
り
ま
す
。

洋
風
調
理
の
普
及
、
大
衆
車
の
登
場
な
ど
も
あ
り
、
人
々
の
生

活
ス
タ
イ
ル
も
急
激
に
変
化
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

今
、
私
た
ち
の
生
活
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。「
む
か
し

の
く
ら
し
展
」
で
生
活
の
歴
史
を
た
ど
る
と
と
も
に
、
こ
れ
か

ら
の
暮
ら
し
の
ヒ
ン
ト
を
探
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
編 

集 

後 

記
】

　

断
捨
離
ブ
ー
ム
と
外
出
自
粛
が
あ

い
ま
っ
て
、
家
の
片
付
け
を
す
る
機

会
が
増
え
ま
し
た
。
古
い
モ
ノ
の
中

に
は
、
久
留
米
市
の
収
蔵
資
料
と
な

る
候
補
が
眠
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
捨
て
れ
ば
ゴ
ミ
・
活
か
せ
ば

資
料
。
捨
て
る
前
に
モ
ノ
と
対
話
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
『
収
蔵
館
ニ
ュ
ー
ス
』
第
17
号　
２
０
２
１
年
３
月
31
日

　
発
行　
久
留
米
市
市
民
文
化
部
文
化
財
保
護
課
・
久
留
米
文
化
財
収
蔵
館

　
　
　
　
久
留
米
市
諏
訪
野
町
１
８
３
０ 

番
地 

６

　
　
　
　
Ｔ  

Ｅ  

Ｌ　
０
９
４
２ 

― 

３
８ 

― 

６
１
９
４

　
　
　
　
Ｅ
メ
ー
ル　

bunkazai@
city.kurum

e.fukuoka.jp

■ 
資
料
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の
ご
協
力
の
お
願
い

　
　
　
お
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せ

展　覧　会　名 期　　　間

久留米入城 400 年 ８月 21 日（土）
    ～ 11 月２日（火）

むかしのくらし展 11 月 20 日（土）
    ～３月 21 日（火）

令和３年度六ツ門図書館展示コーナー企画展（予定）

朝妻焼

木製品（人形頭）


